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国際コンテナ戦略港湾の選定を検討する港湾 募集要領 

 

 国土交通省港湾局は、国際コンテナ戦略港湾としての選定を検討する港湾（以

下「国際コンテナ戦略港湾候補」という）を募集します。  

 

平成 22 年 2 月 12 日 

 

国土交通省港湾局 

 

 

１．国際コンテナ戦略港湾について 

 釜山港等アジア諸国の港湾との国際的な競争がますます激化するなか、コン

テナ港湾について、更なる「選択」と「集中」により国際競争力を強化するた

め、国際コンテナ戦略港湾を選定するものとする。国際コンテナ戦略港湾に関

する基本的な考え方は、添付資料－１「スーパー中枢港湾政策の総括と国際コ

ンテナ戦略港湾の目指すべき姿」に示すとおりである。 

 

２．国際コンテナ戦略港湾選定基準について 

 「国際コンテナ戦略港湾検討委員会」が、国際コンテナ戦略港湾の選定を行

うことが適当である旨を判断するための基準（国際コンテナ戦略港湾選定基準）

は添付資料－２のとおりとする。 

 

３．国際コンテナ戦略港湾選定の手順 

 国際コンテナ戦略港湾候補の募集以降の手続き等、本施策の進め方について

は、添付資料－３「国際コンテナ戦略港湾選定の手順」に示すとおり予定して

いる。 

 

４．応募者の要件 

 スーパー中枢港湾関係港湾管理者等その他スーパー中枢港湾と概ね同程度の

貨物量取り扱い、サービス水準等を実現しうる港湾の港湾管理者及び埠頭公社

（又は埠頭株式会社）（以下、「港湾管理者等）という）であり、「国際コンテナ

戦略港湾選定の手順」に沿って、国際コンテナ戦略港湾の選定を受けようとす

る者とする。 

 

５．応募の方法 

 国際コンテナ戦略港湾候補に応募する港湾管理者等は、平成 22 年 3 月 26 日

までに、単独又はグループで、国際コンテナ戦略港湾の選定に向けた計画書（目

論見）（以下、「計画書（目論見）」という）を作成し、国際コンテナ戦略港湾検
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討委員会に提出する。 

 目論見書は、別添－１に「計画書（目論見）の骨子」として示した事項を、

別添－２に示す様式をもって記載して作成する。 

 

６．応募の受付 

 提出場所は、国際コンテナ戦略港湾検討委員会の事務局（国土交通省港湾局

港湾経済課）とし、公募の日より平成 22 年 3 月 26 日まで提出を受け付ける。

計画書（目論見）の提出の受付をもって応募とみなす。 

 

７．説明会の開催 

 応募を検討する港湾管理者等に対し、募集に関する説明会を下記にて開催す

る。参加を希望する港湾管理者等は、開催前日までに、「８．問い合わせ先」に

参加者を登録する。 

 

 日 時： 平成 22 年 2 月 16 日 

 場 所： 中央合同庁舎 4号館内会議室を予定 

 

８．問い合わせ先 

    国土交通省港湾局港湾経済課 課長補佐 神谷（03-5253-8629） 
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別添―１ 

《計画書（目論見）の骨子》 

① 応募者の概要 

○応募する港湾管理者等の名称 

○管理する港湾の範囲、関連する地方公共団体 

○代表者名、連絡先、その他 

 

② 港湾の概況 

○目標年次（2015 年）におけるコンテナ貨物の集積 

  ○目標年次（2015 年）における基幹航路に係るコンテナの集積 

  ○トランクラインからの追加寄港時間（地理的条件） 

  ○大規模岸壁が効率的に整備できる等の物理的条件 

   ・内航航路：外内貿の一体運用 

   ・高速道路：高速道路へのアクセス 

   ・貨物鉄道：貨物鉄道へのアクセス 

   ・将来のコンテナ船の大型化に対応しうる、水深-18m 級、延長 1000m、奥

行 500m 以上のターミナルの確保 

   ・対アジア貿易として、水深-12m 級で必要な規模のターミナルの確保 

   ・ターミナル背後におけるロジスティクス用地の確保 

   ・コンテナ埠頭間の円滑な連絡の確保 

 

③ 国際コンテナ戦略港湾としての目標と位置づけ 

「国際コンテナ戦略港湾の目指すべき姿」を踏まえた当該港湾に係る目標と

位置づけ 

 

④ 国際コンテナ戦略港湾の実現のための方策 

○基幹航路維持・強化のためのコスト低減 

○基幹航路維持・強化のための広域からの貨物集約 

○その他荷主へのサービス向上 

○環境・セキュリティ対策 

○戦略的な港湾経営 その他 

 

⑤ 国際コンテナ戦略港湾の実現のための体制 

 

⑥ 必要な予算 

 

⑦ その他確認事項 

産業立地、環境への配慮、大規模災害時の対応、中長期的な経済状況など 
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別添―２ 

 

「国際コンテナ戦略港湾の選定に向けた計画書（目論見）」の基本様式 

 

 本様式は、各種手続きを円滑に進めることを目的に、計画書（目論見）の骨子として示

した必要事項の掲載順など書式を整理したものであり、それ以外の記載事項や記載量を制

限するものではない。港湾管理者等としての意欲、創意工夫等に基づく積極的な内容につ

き、簡易明瞭に記述されたい。 

 

 

（様式） 

 

国際コンテナ戦略港湾の選定に向けた計画書（目論見） 

 

 

 

候補港湾名：         港 

 

 応募者の概要 

  

港湾管理者等名称  

関連する地方公共団体  

管理する港湾の範囲  

 

 

（連絡先） 

 

  代表者名（役職）、連絡担当者名、住所、電話番号、FAX 番号、 

  e-mail アドレス等、連絡窓口となる部署について記載。 

 

 

 


